
筑
紫
（
九
州
）
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
八
回
）

「
筑
紫
の
船
旅
」

「
岡お

か

の
水
門

み

な

と

（一
）」

天あ
ま

霧き

ら
ひ

日
方

ひ

か

た

吹
く
ら
し

水
莖

み
づ
く
き

の

岡
の
水
門
に

波
立
ち
渡
る

巻
七
―
一
二
三
一

 
 

作
者

未

詳

（
解
説
）

空
一
面
に
か
き
曇
ら
せ
て
東
南
の
風
が
吹
く
ら
し
い
。
遠
賀
川
の
河
口
に
波

が
一
面
に
立
っ
て
い
る
。

・
「
天
霧
ら
ひ
」
と
は
空
を
一
面
に
曇
ら
せ
る
。

・
「
日
方
」
と
は
日
の
あ
る
方
か
ら
吹

く
風
の
意
。
南
東
風
、
ま
た
は
南
西
風
を
い
う
。

・「
水
門
」
と
は
河
口
、
海
口
、
海
峡
、

湾
の
船
の
碇
泊
ま
た
航
行
す
べ
き
所

⦿

遠
賀
川
河
口
の
両
岸
に
跨
る
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
は
右
（
東
）
岸
に
山
鹿

地
区
、
左
（
西
）
岸
に
芦
屋
地
区
が
あ
り
、
古
代
か
ら
大
小
の
船
が
出
入

り
す
る
良
港
で
、
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
遠
賀
川
流
域
の
米
や
産
物
が



こ
こ
に
集
積
さ
れ
都
に
運
ば
れ
て
い
た
。

・
東
岸
に
あ
る
山
鹿
地
区
側
の
平
地
が
古
昔

こ

せ

き

は
湾
入
し
て
い
た
入
江
と
考
え

ら
れ
、
万
葉
時
代
の
「
岡
の
水
門
」
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

・「
岡
の
水
門
」
は
古
く
は
「
岡
の
津
」
、「
岡
の
浦
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
響

灘
や
遠
賀
川
を
航
行
す
る
船
舶
の
碇
泊
の
地
で
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

⦿

こ
の
歌
は
「
羈き

旅り
ょ

（
旅
）
に
し
て
作
れ
る
歌
」
の
一
首
で
林
田
正
男
『
万
葉

の
歌
』
は
、「
作
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
都
人
だ
と
す
れ
ば
、
都
と
大
宰
府
と

の
官
路
に
関
連
す
る
道
筋
で
あ
る
の
で
旅
び
と
（
航
海
者
）
と
し
て
港
の
実

況
を
目
撃
し
そ
の
感
慨
を
詠
じ
た
も
の
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

⦿

遠
賀
川
は
、
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
嘉
麻
市
と
甘
木
市
の
境
に
あ

る
馬
見
山
（
９
７
８
ｍ
）
な
ど
を
源
と
し
飯
塚
市
な
ど
筑
豊
地
域
の
平
野

部
を
北
へ
流
れ
、
河
口
に
あ
る
遠
賀
郡
芦
屋
町
を
二
分
し
て
響
灘
（
山
口

県
西
方
～
福
岡
県
北
方
の
海
域
）
に
注
ぐ
全
長
約
六
三
キ
ロ
の
一
級
河
川

で
あ
る
。



・
遠
賀
川
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
鉄
道
が
敷
か
れ
る
ま
で
、

沢
山
の
川
船
が
上
下
し
上
流
の
筑
豊
地
域
の
炭
田
（
現
・
田
川
、
嘉
麻
、
飯

塚
、
直
方
、
中
間
の
５
市
を
中
心
と
し
た
炭
田
。
）
か
ら
石
炭
が
運
ば
れ
、
芦

屋
町
は
そ
の
集
積
所
と
し
て
栄
え
た
。

⦿

今
、
芦
屋
町
は
古
く
に
大
船
を
入
れ
た
港
も
な
く
な
り
、
観
光
の
町
、
隣
接

す
る
北
九
州
工
業
地
帯
の
郊
外
住
宅
地
、
玄
界
灘
・
響
灘
の
漁
業
基
地
と
し

て
の
港
町
と
し
て
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。

⦿

遠
賀
川
河
口
に
位
置
す
る
芦
屋
町
（
山
鹿
地
区
）
へ
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
折

尾
駅
（
北
九
州
市
）
」
か
ら
北
九
州
市
営
バ
ス
「
粟
屋
」
行
で
３
０
分
程
乗
車

し
「
山
鹿
郵
便
局
前
」
で
下
車
、
１
０
分
程
歩
き
小
高
い
丘
に
通
じ
る
坂
を

上
る
と
芦
屋
町
山
鹿
地
区
に
あ
る
海
抜
７
０
ｍ
の
丘
陵
地
に
広
が
る
魚
見
公

園
に
着
く
。

⦿

台
地
に
あ
る
公
園
か
ら
は
響
灘
か
ら
西
に
万
葉
集
（
巻
七
―
一
二
三
〇
）
に

詠
わ
れ
る
「
鐘
の
岬
（
宗
像
市
）
」
あ
た
り
と
対
岸
に
玄
界
灘
と
響
灘
と
の
境



に
浮
か
ぶ
小
島
「
地
の
島
（
宗
像
市
）
」
な
ど
の
島
々
が
眺
望
で
き
る
。

・
ま
た
、
公
園
の
眼
下
に
遠
賀
川
河
口
、
対
岸
に
は
河
口
一
帯
に
広
が
る
芦

屋
町
芦
屋
地
区
の
市
街
地
と
海
岸
な
ど
が
一
望
で
き
る
景
勝
の
地
で
あ
る
が
、

丘
陵
地
に
あ
る
公
園
に
は
こ
の
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
日
方
」
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
強
い
風
が
響
灘
か
ら
吹
き
つ
け
、
眼
下
の
河
口
岸

壁
周
辺
に
は
大
き
な
白
波
が
た
ち
、
時
折
そ
の
横
を
小
船
が
大
き
な
エ
ン
ジ

ン
音
を
た
て
な
が
ら
遠
賀
川
を
南
へ
向
っ
て
上
っ
て
い
く
風
景
が
見
渡
せ
る
。

（
写
生
地
）
古
代
の
「
岡
の
水
門
」
と
推
定
さ
れ
る
遠
賀
川
河
口
右
岸
（
芦

屋
町
山
鹿
地
区
）
に
面
し
た
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
魚
見
公
園
西
端
か
ら
眼

下
に
望
む
遠
賀
川
河
口
お
よ
び
芦
屋
町
芦
屋
地
区
と
山
鹿
地
区
に
架
か
る

「
な
み
か
け
大
橋
」
と
対
岸
の
河
口
一
帯
に
広
が
る
芦
屋
町
芦
屋
地
区
の
市



街
地
な
ど
の
風
景
を
描
く
。
（
池
田
杏
花
）

「筑
紫
の
船
旅
（二
）」

大
海
の

波
は
恐

か
し
こ

し

然し
か

れ
ど
も

神
を
い
の
り

て

船ふ
な

出で

せ
ば
い
か
に

 
 
 
 

巻
七
―
一
二
三
二

作
者

未

詳

（
解
説
）
大
き
な
海
原
に
た
つ
波
は
恐
ろ
し
い
。
け
れ
ど
も
、
海

神
（
志
賀
の
皇
神
）
に
祈
っ
て
船
出
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
と
い
う
意
で
、
船
頭
や
水
夫

か

こ

な
ど
に
問
い
か
け
る



形
で
詠
ま
れ
て
い
る
。

・
こ
の
歌
は
〈
羈き

旅り
ょ

（
旅
）
に
作
れ
る
歌
〉
の
一
首
で
林
田
正
男
『
万
葉
の

歌
』
は
「
宗
像
市
鐘
崎
の
北
端
に
あ
る
岬
と
沖
に
あ
る
地
の
島
の
間
の
航
海

上
の
難
所
を
通
過
す
る
際
の
歌
「
鐘
の
岬
（
巻
七
―
一
二
三
〇
）
」
と
（
前
記

一
）
の
「
岡
の
水
門
（
巻
七
―
一
二
三
一
）
」
の
歌
と
こ
の
歌
（
巻
七
―
一
二

三
二
）
の
三
首
が
一
組
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
三
首
は
「
博
多
の
港
か
ら
鐘
の
岬
（
宗
像
市
）
遠
賀
川
の
河

口
を
経
て
、
都
に
上
る
、「
筑
紫
の
船
旅
の
歌
。
」
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

⦿

こ
の
歌
は
、
都
に
上
る
た
め
「
岡
の
水
門
」
か
ら
、
「
飛
幡
（
今
の
北
九
州

市
戸
畑
）
」
へ
抜
け
る
水
路
に
て
洞
海
湾
に
向
か
っ
て
船
出
し
よ
う
と
し
た
時

の
も
の
と
思
わ
れ
る
と
の
説
が
あ
る
。

・「
岡
の
水
門
」
に
推
定
さ
れ
る
遠
賀
川
河
口
に
あ
る
遠
賀
郡
芦
屋
町
山
鹿
地

区
付
近
か
ら
北
九
州
市
若
松
区
と
八
幡
西
区
の
境
界
に
あ
る
洞
海
湾
口
を
結

ぶ
河
川
と
し
て
「
江
川
」
が
流
れ
て
い
る
。

・「
筑
前
風
土
記
」
な
ど
に
よ
る
と
岡
の
水
門
と
洞
海
湾
と
の
古
代
の
水
路
は



今
の
福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
や
遠
賀
郡
芦
屋
町
北
側
の
外
海
「
響
灘
」
が

波
が
荒
く
危
険
が
伴
う
た
め
、
安
全
な
内
陸
航
路
で
あ
っ
た
江
川
を
利
用
し

岡
の
水
門
と
洞
海
湾
の
間
を
航
行
し
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

「
江
川
」
は
東
は
洞
海
湾
に
注
ぎ
、
西
は
遠
賀
川
の
河
口
に
合
流
し
、
遠
賀

川
は
響
灘
に
注
ぐ
、
そ
の
た
め
川
の
流
れ
は
、
二
つ
の
海
の
潮
の
干
満
に
影

響
さ
れ
る
。

・
江
川
は
近
代
、
洞
海
湾
の
新
田
、
塩
田
等
の
開
発
に
よ
り
埋
め
立
て
ら
れ

水
路
は
古
代
と
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
が
今
も
洞
海
湾
奥
と
遠
賀
郡
芦
屋
町

付
近
の
遠
賀
川
河
口
を
結
び
流
れ
て
い
る
。

⦿

洞
海
湾
は
現
・
北
九
州
市
の
八
幡
東
区
・
八
幡
西
区
・
若
松
区
・
戸
畑
区
に

囲
ま
れ
た
入
江
で
あ
る
。



⦿
洞
海
湾
か
ら
遠
賀
川
河
口
に
向
っ
て
流
れ
る
「
江
川
」
河
口
付
近
。

 
 
 
 

（
洞
海
湾
東
・
都
島
展
望
公
園
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
か
ら
撮
影
）



⦿

洞
海
湾
沿
湾
に
面
す
る
飛
幡
（
現
・
戸
畑
）
に
は
次
の
歌
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

「飛と

幡は
た

の
浦う

ら

（三
）」

ほ
と
と
ぎ
す

飛
幡
の
浦
に

し
く
波
の

し
ば
し
ば
君
を

見
む
よ
し
も
が
も

 
 
 
 
 
 
 

巻
十
二
―
三
一
六
五 
 

作
者

未

詳

（
解
説
）
ほ
と
と
ぎ
す
が
飛
ぶ
と
い
う

そ
の
飛
幡
の
浦
に
繰
り
返
し
寄
せ

る
波
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
君
を
見
る
手
だ
て
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

・
歌
の
題
詞
は
「
羇
旅
発
思

き

り

ょ

は

っ

し

（
旅
先
に
あ
っ
て
思
い
を
述
べ
た
歌
）
」
の
一
首

・
戸
畑
市
教
育
委
員
会
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
は
「
・
・
・
古
へ
都
よ
り

大
宰
府
へ
往
来
せ
る
奈
良
時
代
の
官
人
が
飛
幡
の
浦
を
過
ぐ
る
時
、
詠
み
き

と
伝
え
る
。[

飛
幡]

は
筑
前
風
土
記
に[

鳥
旗]

と
あ
り
。
後
に[

戸
畑]

の
字
を



用
ひ
て
今
に
至
れ
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

・
滝
口
弘
「
九
州
の
万
葉
」
は
「
作
者
が
つ
ら
い
旅
に
出
て
、
故
郷
を
思
い
、

妻
を
懐
か
し
む
心
切
な
る
も
の
の
あ
る
時
、
洞
海
湾
の
入
口
辺
り
に
間
断
な

く
打
ち
寄
せ
る
波
を
見
て
、
そ
の
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

⦿

「
飛
幡
の
浦
」

飛
幡
の
浦
は
、[

万
葉
集
地
名
歌
総
覧]

に
は
筑
前
国
遠
賀
郡
戸
畑
村
（
現
・
北

九
州
市
戸
畑
区
）
の
海
岸
。
筑
前
国
の
東
端
、
洞く

き

ノ
海
（
洞ど

う

海か
い

湾わ
ん

）
の
湾
口

に
位
置
し
、
豊
前
国
企
救

き

く

郡
（
現
・
北
九
州
市
小
倉
北
区
）
と
隣
接
す
る
。

静
か
な
漁
村
で
あ
っ
た
が
、
近
代
に
入
り
様
相
が
一
変
し
た
。「
筑
前
国
風
土

記
に
〈
鳥
旗

と

は

た

ノ
澳く

ま

〉
と
あ
り
、
西
方
の
遠
賀
川
河
口
の
塢
舸

お

か

ノ
水
門
〈
岡
ノ

水
門
一
二
三
一
〉
と
岫く

き

門ど

（
水
路
）
に
よ
り
通
じ
て
い
た
。」
と
記
さ
て
い
る
。

・
戸
畑
は
北
九
州
市
の
中
央
部
に
位
置
し
区
域
の
北
部
、
北
西
部
の
海
岸
は

洞
海
湾
に
面
し
北
東
部
は
響
灘
・
関
門
海
峡
に
面
し
て
る
。

（
写
生
地
）
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
戸
畑
駅
（
北
九
州
市
）」
か
ら
南
へ
旧
唐
津
・



長
崎
街
道
を
つ
な
ぐ
往
還
道
で
あ
る
都
島
古
道
を
３
０
分
程
歩
く
と
洞
海

湾
に
面
し
た
高
さ
７
０
ｍ
あ
ま
り
の
丘
陵
地
に
あ
る
都
島
展
望
公
園
（
戸

畑
区
牧
山
）
に
つ
く
。
こ
の
公
園
の
あ
る
丘
の
頂
き
近
く
に
あ
る
展
望
台

か
ら
は
真
正
面
に
洞
海
湾
の
左
（
西
）
岸
の
若
松
区
と
右
（
東
）
岸
の
戸

畑
区
を
結
ぶ
日
本
初
の
長
大
吊
橋
と
し
て
昭
和
３
７
年
に
開
通
し
た
若
戸

大
橋
の
壮
大
な
風
景
が
目
に
飛
び
込
む
、
さ
ら
に
洞
海
湾
沿
岸
部
は
大
半

が
埋
め
立
て
ら
れ
北
九
州
工
業
地
帯
と
し
て
変
貌
し
工
場
が
林
立
し
て
お

り
万
葉
集
に
歌
わ
れ
た
「
飛
幡
の
浦
」
の
面
影
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
公
園
展
望
台
か
ら
洞
海
湾
に
架
か
る
若
戸
大
橋
と
左
岸
に
若
松
の
渡
船
所
、

右
岸
に
戸
畑
の
街
並
、
遠
景
に
対
岸
の
山
口
の
山
々
を
描
く
。（
池
田
杏
花
）



（
参
考
）
岡
の
水
門
（
芦
屋
町
・
山
鹿
地
区
）
飛
幡
の
浦
（
洞
海
湾
）
位
置
図

（
参
考
文
献
「
万
葉
の
歌
・
林
田
正
男
」「
万
葉
集
地
名
歌
総
覧
」
「
九
州
の
万
葉
」「
万
葉
集
全
注
」
他


